
 1 

一般社団法人京都光科学研究所における謝金の取扱い規程	
 

	
 

柄谷肇（代表理事・所長）制定	
 

令和 1 年 8 月 1 日	
 

改正	
 令和 1 年 12 月１日	
 

	
 

	
 

(目的)	
 

第1条	
 一般社団法人京都光科学研究所（以下「研究所」という。）における謝金の取扱いは、この規	
 

則の定めるところによる。	
 

(謝金の種類)	
 

第 2 条	
 謝金の種類は、次の各号に掲げるとおりとする。	
 

(1)	
 講演謝金	
 

(2)	
 指導助言謝金	
 

(3)	
 実験補助謝金	
 

(4)	
 その他謝金	
 

(実施計画)	
 

第 3 条	
 謝金の支給を必要とする講演及び業務(以下「講演等」という。)の計画があるときは、研究者

はあらかじめ講演等実施計画書(様式第 K-6 号計画書)に所定の内容を記載の上、庶務係に提出するもの

とする。	
 

(実験補助)	
 

第 4 条	
 実験補助のための非常勤職員の採用については、研究者は採用計画を庶務係に提出し、統括管

理責任者と協議のうえ可否を決定するものとする。	
 

2．可と認められた場合には、実験補助実施計画書（様式第 K-7 号計画書）に所定の内容を記載の上、

庶務係に提出するものとする。	
 

	
 (実施報告)	
 

第 5 条	
 講演等実施後は、講演等実施報告書(様式第 K-6 号報告書)をすみやかに庶務係に提出するもの

とする。	
 

2．実験補助については、該当月の勤務最終日に験補助実施報告書（様式第 K-7 号報告書）を庶務係に

提出し、事実確認を行う。	
 

(謝金単価)	
 

第 6 条	
 謝金単価は、別表 K-4 の謝金標準単価表に定める額によるものとする。ただし、講演等につい

て、特別の理由により別表に定める標準単価によりがたい場合は、前条の講演等実施計画書に単価算定

の基礎となる資料を添付して代表理事・所長と協議するものとする。	
 

(謝金支払)	
 

第 7 条	
 事実確認終了後、謝金の計算及び支払いは経理係が行う。	
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附則	
 

この規程は、令和 1 年 9 月 1 日から施行する。	
 

附則	
 

この規程は、令和 2 年 1 月 1 日から施行する。	
 

	
 

	
 

別表 K-4	
 謝金標準単価表	
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